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(57)【要約】
【課題】端子台の小型化を図りつつ、外部電線の絶縁不
良を抑える。
【解決手段】本体部２１の第１の収納空間Ｓ１及び第２
の収納空間Ｓ２には、第１の導電端子３０及び第２の導
電端子４０が収納される。第１の導電端子３０は、内部
隔壁２７に沿って径方向に延び、長手方向の一端部に第
１の接続部３５が設けられる。第２の導電端子４０は、
内部隔壁２７に沿って径方向に延び、長手方向の他端部
に第２の接続部４５が設けられる。そして、第１の接続
部３５と第２の接続部４５とが、本体部２１の中心軸Ｏ
に対して点対称に配置される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に収納空間を有する円柱状の本体部と、
　前記収納空間内を径方向に横切って該収納空間を第１の収納空間と第２の収納空間とに
区画する内部隔壁と、
　前記第１の収納空間に収納されて前記内部隔壁に沿って径方向に延び、且つ外部電線と
接続される第１の接続部が長手方向の一端側に設けられた第１の導電端子と、
　前記第２の収納空間に収納されて前記内部隔壁に沿って径方向に延び、且つ外部電線と
接続される第２の接続部が長手方向の他端側に設けられた第２の導電端子と、を備え、
　前記第１の接続部と前記第２の接続部とは、前記本体部の軸方向から見て該本体部の中
心軸に対して点対称に配置されている端子台。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記本体部の軸方向の端部には、前記外部電線を挿入するための第１の電線挿入孔及び
第２の電線挿入孔が形成されており、
　前記第１の電線挿入孔と前記第２の電線挿入孔との間を径方向に横切るように立設した
外部隔壁をさらに備えた端子台。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記内部隔壁と前記外部隔壁とは、前記本体部の軸方向から見て交差している端子台。
【請求項４】
　請求項１乃至３のうち何れか１つに記載の端子台と、
　前記端子台に取り付けられた器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられた光源と、
　前記器具本体の内部に設けられ、前記光源に電力を供給する電源とを備えた照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端子台及び照明器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、外部電線が電気的に接続される２つの速結端子部が、円筒部の筒内に収納さ
れた端子台が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１には、２つの速結端子部に対応する部位に２つの電線挿入孔が形成され、２
つの電線挿入孔の間に絶縁壁が設けられた構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２３３２７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、端子台の小型化を図るために、円筒部の断面サイズを小さくしようとすると
、２つの速結端子部の隙間を小さくする必要がある。
【０００６】
　しかしながら、速結端子部同士の隙間を小さくすると、その分だけ、速結端子部に接続
された外部電線同士の間隔が狭くなってしまう。そのため、絶縁壁の厚みが薄くなったり
、又は絶縁壁自体を設けることが困難となり、外部電線の間で絶縁不良が生じるおそれが
ある。
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【０００７】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、端子台の小型化を図り
つつ、外部電線の絶縁不良を抑えることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、端子台を対象とし、次のような解決手段を講じた。
【０００９】
　すなわち、第１の発明は、内部に収納空間を有する円柱状の本体部と、前記収納空間内
を径方向に横切って該収納空間を第１の収納空間と第２の収納空間とに区画する内部隔壁
と、前記第１の収納空間に収納されて前記内部隔壁に沿って径方向に延び、且つ外部電線
と接続される第１の接続部が長手方向の一端側に設けられた第１の導電端子と、前記第２
の収納空間に収納されて前記内部隔壁に沿って径方向に延び、且つ外部電線と接続される
第２の接続部が長手方向の他端側に設けられた第２の導電端子と、を備え、前記第１の接
続部と前記第２の接続部とは、前記本体部の軸方向から見て該本体部の中心軸に対して点
対称に配置されているものである。
【００１０】
　第１の発明では、本体部の第１の収納空間及び第２の収納空間には、第１の導電端子及
び第２の導電端子が収納される。第１の導電端子は、内部隔壁に沿って径方向に延び、長
手方向の一端部に第１の接続部が設けられる。第２の導電端子は、内部隔壁に沿って径方
向に延び、長手方向の他端部に第２の接続部が設けられる。そして、第１の接続部と第２
の接続部とが、本体部の中心軸に対して点対称に配置される。
【００１１】
　これにより、端子台の小型化を図りつつ、外部電線の絶縁不良を抑えることができる。
【００１２】
　具体的に、第１の接続部と第２の接続部とが同じ端部側、例えば、第１の導電端子及び
第２の導電端子の長手方向の一端側に並んで配置されている場合に、本体部の断面サイズ
を小さくしようとすると、第１の導電端子と第２の導電端子との隙間を小さくする必要が
ある。そのため、第１の接続部と第２の接続部とにそれぞれ接続された外部電線同士の間
隔が狭くなり、絶縁不良が生じるおそれがある。
【００１３】
　これに対し、本発明では、第１の接続部と第２の接続部とを反対側の端部、つまり、第
１の接続部と第２の接続部とが、本体部の中心軸に対して点対称となるように配置してい
る。
【００１４】
　これにより、第１の導電端子と第２の導電端子との隙間を小さくして本体部の断面サイ
ズを小さくした場合でも、本体部の中心軸に対して点対称に位置する第１の接続部と第２
の接続部との距離が十分に確保されるので、外部電線の絶縁不良を抑えることができる。
【００１５】
　第２の発明は、第１の発明において、前記本体部の軸方向の端部には、前記外部電線を
挿入するための第１の電線挿入孔及び第２の電線挿入孔が形成されており、前記第１の電
線挿入孔と前記第２の電線挿入孔との間を径方向に横切るように立設した外部隔壁をさら
に備えたものである。
【００１６】
　第２の発明では、第１の電線挿入孔と第２の電線挿入孔との間には、外部隔壁が立設し
ているので、外部電線同士が接触するのを抑えて絶縁性を確保することができる。
【００１７】
　第３の発明は、第２の発明において、前記内部隔壁と前記外部隔壁とは、前記本体部の
軸方向から見て交差しているものである。
【００１８】
　第３の発明では、内部隔壁と外部隔壁とが、本体部の軸方向から見て交差しているので
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、本体部のねじれ方向の応力に対する剛性を確保することができる。
【００１９】
　第４の発明は、照明器具を対象とし、第１乃至第３の発明のうち何れか１つに記載の端
子台と、前記端子台に取り付けられた器具本体と、前記器具本体に取り付けられた光源と
、前記器具本体の内部に設けられ、前記光源に電力を供給する電源とを備えたものである
。
【００２０】
　第４の発明では、上述した端子台と、器具本体と、光源と、電源とを備えた照明器具で
あってもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、端子台の小型化を図りつつ、外部電線の絶縁不良を抑えることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本実施形態に係る照明器具の構成を示す側面図である。
【図２】端子台の構成を示す平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図４】図３のＢ－Ｂ矢視断面図である。
【図５】第１の導電端子及び第２の導電端子の構成を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、以下の好ましい実施形態の
説明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限することを意
図するものではない。
【００２４】
　　〈照明器具〉
　図１に示すように、照明器具１０は、例えば、天井面７０に取り付けられ、室内等の照
明空間を照明するために用いられる。
【００２５】
　照明器具１０は、端子台２０と、端子台２０に取り付けられた器具本体１１と、器具本
体１１に取り付けられた光源５０と、器具本体１１の内部に設けられた電源５５とを備え
ている。
【００２６】
　光源５０は、回路基板５１と、回路基板５１の一面（図１では下面）に実装された複数
のＬＥＤ５２とを有する。光源５０は、グローブ１３によって覆われている。
【００２７】
　グローブ１３は、上方が開口する有底筒状の円筒体で構成されている。グローブ１３の
上部側の外周面には、図示しない雄ネジ部が形成されている。また、器具本体１１の下部
側には、図示しない雌ネジ部が形成されている。そして、グローブ１３を器具本体１１に
ねじ込むことで、グローブ１３が器具本体１１に取り付けられるようになっている。
【００２８】
　電源５５は、光源５０に電力を供給するためのものであり、電源基板５６と、電源基板
５６の一面（図１では上面）に実装された回路部品５７とを有する。回路部品５７は、例
えば、スイッチング素子やコンデンサ等である。ここで、光源５０がＬＥＤ５２であるこ
とから、電源５５の出力端からは、所定の電圧値の直流電力が出力される。
【００２９】
　器具本体１１は、上下両端部が開口する円筒体で構成されている。器具本体１１は、合
成樹脂成形品で構成されている。器具本体１１の上面には、上蓋部１２が取り付けられて
いる。上蓋部１２には、端子台２０が取り付けられている。
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【００３０】
　そして、照明器具１０を天井面７０に取り付けた状態では、端子台２０は、天井面７０
に設けた埋込孔７１内に埋込配設され、上蓋部１２の上面と天井面７０とが当接した状態
になる。そして、器具本体１１の上面に開口するネジ挿通孔（図示省略）の下方から取付
ネジ（図示省略）を挿通することで、器具本体１１が天井面７０にネジ止めされる。端子
台２０には、天井裏に配索された外部電線６０が接続されている。
【００３１】
　　〈端子台〉
　図２及び図３に示すように、端子台２０は、内部に収納空間Ｓを有する円柱状の本体部
２１と、本体部２１の下端部から径方向外方に張り出す一対のフランジ部２２とを有する
。フランジ部２２には、ネジ挿通孔２２ａが形成されている。端子台２０は、合成樹脂成
形品で構成されている。
【００３２】
　そして、器具本体１１の上蓋部１２に端子台２０のフランジ部２２を当接させた状態で
、ネジ挿通孔２２ａに取付ネジ（図示省略）を挿通することで、端子台２０が器具本体１
１にネジ止めされる。
【００３３】
　図３に示すように、本体部２１の上端部は、段差状に窪んでいる。段差状に窪んだ部分
の底部である段差底部２３には、第１の電線挿入孔２４と、第２の電線挿入孔２５とが形
成されている。第１の電線挿入孔２４は、後述する第１の収納空間Ｓ１に連通している。
第２の電線挿入孔２５は、後述する第２の収納空間Ｓ２に連通している。
【００３４】
　第１の電線挿入孔２４及び第２の電線挿入孔２５には、外部電線６０が挿入される。外
部電線６０は、芯線６１が絶縁被覆部６２で覆われた電線であり、差し込み側の端部の絶
縁被覆部６２を剥離することで、芯線６１を露出させている。
【００３５】
　第１の電線挿入孔２４は、外部電線６０の芯線６１が挿入される小径孔２４ａと、小径
孔２４ａの上部に連続して形成されて外部電線６０の絶縁被覆部６２が挿入される大径孔
２４ｂとを有する。大径孔２４ｂの上側の周縁部は、テーパー状に面取りされている。こ
れにより、テーパー面に沿って外部電線６０がガイドされることで、外部電線６０を第１
の電線挿入孔２４に挿入し易くなる。
【００３６】
　第２の電線挿入孔２５についても同様に、外部電線６０の芯線６１が挿入される小径孔
２５ａと、小径孔２５ａの上部に連続して形成されて外部電線６０の絶縁被覆部６２が挿
入される大径孔２５ｂとを有する。
【００３７】
　本体部２１の段差底部２３には、外部隔壁２６が立設している。外部隔壁２６は、第１
の電線挿入孔２４と第２の電線挿入孔２５との間を径方向に横切るように配置されている
（図２参照）。
【００３８】
　ここで、第１の電線挿入孔２４及び第２の電線挿入孔２５にそれぞれ挿入された外部電
線６０は、外部隔壁２６によって仕切られているので、外部電線６０同士が接触するのを
抑えて絶縁性を確保することができる。
【００３９】
　本体部２１における段差底部２３よりも下方には、円筒状の収納空間Ｓが設けられてい
る。収納空間Ｓは、本体部２１の下側に開口している。
【００４０】
　図４にも示すように、収納空間Ｓは、収納空間Ｓ内を径方向に横切る内部隔壁２７によ
って、第１の収納空間Ｓ１と、第２の収納空間Ｓ２とに区画されている。外部隔壁２６と
内部隔壁２７とは、本体部２１の中心軸Ｏを通るように径方向に延び、且つ互いに交差す
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るように配置されている。
【００４１】
　図３に示すように、本体部２１の下側の開口は、底蓋部１５によって塞がれている。底
蓋部１５の上面には、内部隔壁２７の下端部が嵌め込まれる嵌込溝１５ａが形成されてい
る。底蓋部１５には、内部電線６５を挿入させる電線挿入口１６が設けられている。内部
電線６５は、芯線６６が絶縁被覆部６７で覆われた電線であり、差し込み側の端部の絶縁
被覆部６７を剥離することで、芯線６６を露出させている（図５参照）。
【００４２】
　　〈導電端子〉
　第１の収納空間Ｓ１には、第１の導電端子３０が収納されている。第１の導電端子３０
は、第１の電線挿入孔２４から挿入される外部電線６０の芯線６１と電気的に接続される
。また、後述するように、第１の導電端子３０には、内部電線６５の芯線６６が電気的に
接続される。これにより、外部電線６０と内部電線６５とが、第１の導電端子３０を介し
て電気的に接続される。
【００４３】
　図４及び図５に示すように、第１の導電端子３０は、弾性を有する金属材料（例えば、
銅など）で構成されている。第１の導電端子３０は、板状の主片３１を有する。主片３１
は、内部隔壁２７に沿って径方向に延びている。主片３１の上端縁には、斜め下方に傾斜
する鎖錠片３２が折り曲げ形成されている。
【００４４】
　また、主片３１の長手方向の一端側（図４で下端側）には、側方に突出する突片３３が
折り曲げ形成されている。突片３３と鎖錠片３２との間に外部電線６０の芯線６１を挿入
することで、鎖錠片３２により芯線６１が鎖錠される。
【００４５】
　さらに、鎖錠片３２の先端部には、鎖錠片３２による芯線６１の鎖錠状態を解除する際
に押圧される解除片３４が一体に設けられている。解除片３４を後方（突片３３から離れ
る方向）に押圧することで、鎖錠片３２と突片３３との間隔が拡げられて、鎖錠片３２に
よる鎖錠が解除される。
【００４６】
　このように、第１の導電端子３０には、鎖錠片３２と突片３３とで、外部電線６０が電
気的に接続される第１の接続部３５が構成されている。
【００４７】
　ここで、本体部２１の段差底部２３における第１の電線挿入孔２４の近傍には、解除孔
２８が設けられている（図２参照）。解除孔２８は、本体部２１の軸方向から見て第１の
導電端子３０の解除片３４に対応する位置に開口しており、解除孔２８にマイナスドライ
バのような治具を差し込んで解除片３４を押圧することで、外部電線６０の芯線６１と対
応する第１の接続部３５との接続状態を解除することができる。
【００４８】
　また、第１の導電端子３０は、底板片３６と、底板片３６と主片３１との間を連結する
連結片３７とを有する。底板片３６には、その一部が上方に切り起こされた鎖錠片３８が
一体形成されている。そして、鎖錠片３８と連結片３７との間に内部電線６５の芯線６６
を挿入することで、鎖錠片３８により芯線６６が鎖錠される。
【００４９】
　ここで、鎖錠片３８を内側（図５で上側）に押圧して鎖錠片３８と連結片３７との間隔
を拡げることで、鎖錠片３８による内部電線６５の鎖錠状態を解除することができる。
【００５０】
　第２の導電端子４０は、弾性を有する金属材料（例えば、銅など）で構成されている。
第２の導電端子４０は、第１の導電端子３０と略同様の構成であるため、以下、第１の導
電端子３０と同じ部分については同じ符号を付して説明する。
【００５１】
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　第２の導電端子４０は、板状の主片３１を有する。主片３１は、内部隔壁２７に沿って
径方向に延びている。主片３１の上端縁には、斜め下方に傾斜する鎖錠片３２が折り曲げ
形成されている。
【００５２】
　また、主片３１の長手方向の他端側（図４で上端側）には、側方に突出する突片３３が
折り曲げ形成されている。突片３３と鎖錠片３２との間に外部電線６０の芯線６１を挿入
することで、鎖錠片３２により芯線６１が鎖錠される。
【００５３】
　さらに、鎖錠片３２の先端部には、鎖錠片３２による芯線６１の鎖錠状態を解除する際
に押圧される解除片３４が一体に設けられている。解除片３４を後方（突片３３から離れ
る方向）に押圧することで、鎖錠片３２と突片３３との間隔が拡げられて、鎖錠片３２に
よる鎖錠が解除される。
【００５４】
　このように、第２の導電端子４０には、鎖錠片３２と突片３３とで、外部電線６０が電
気的に接続される第２の接続部４５が構成されている。
【００５５】
　また、第２の導電端子４０は、底板片３６と、底板片３６と主片３１との間を連結する
連結片３７とを有する。底板片３６には、その一部が上方に切り起こされた鎖錠片３８が
一体形成されている。そして、鎖錠片３８と連結片３７との間に内部電線６５の芯線６６
を挿入することで、鎖錠片３８により芯線６６が鎖錠される。
【００５６】
　　〈第１及び第２の接続部の配置〉
　ここで、図４に示すように、第１の導電端子３０は、第１の収納空間Ｓ１に収納されて
、内部隔壁２７に沿って径方向に延びている。そして、第１の導電端子３０の長手方向の
一端側（図４で下端側）には、第１の接続部３５が設けられている。
【００５７】
　また、第２の導電端子４０は、第２の収納空間Ｓ２に収納されて、内部隔壁２７に沿っ
て径方向に延びている。そして、第２の導電端子４０の長手方向の他端側（図４で上端側
）には、第２の接続部４５が設けられている。
【００５８】
　そして、第１の接続部３５と第２の接続部４５とは、本体部２１の軸方向から見て本体
部２１の中心軸Ｏに対して点対称に配置されている。
【００５９】
　これにより、第１の導電端子３０と第２の導電端子４０との隙間を小さくして本体部２
１の断面サイズを小さくした場合でも、本体部２１の中心軸Ｏに対して点対称に位置する
第１の接続部３５と第２の接続部４５との距離が十分に確保されるので、端子台２０の小
型化を図りつつ、外部電線６０の絶縁不良を抑えることができる。
【００６０】
　また、図４に示すように、内部隔壁２７と外部隔壁２６とは、本体部２１の軸方向から
見て交差している。これにより、本体部２１のねじれ方向の応力に対する剛性を確保する
ことができる。
【００６１】
　《その他の実施形態》
　前記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００６２】
　本実施形態では、回路基板５１に実装された複数のＬＥＤ５２で光源を構成しているが
、光源５０は、ＬＥＤ５２に限定されるものではなく、例えば、蛍光灯や白熱灯などであ
ってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
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　以上説明したように、本発明は、端子台の小型化を図りつつ、外部電線の絶縁不良を抑
えることができるという実用性の高い効果が得られることから、きわめて有用で産業上の
利用可能性は高い。
【符号の説明】
【００６４】
　１０　　照明器具
　１１　　器具本体
　２０　　端子台
　２１　　本体部
　２４　　第１の電線挿入孔
　２５　　第２の電線挿入孔
　２６　　外部隔壁
　２７　　内部隔壁
　３０　　第１の導電端子
　３５　　第１の接続部
　４０　　第２の導電端子
　４５　　第２の接続部
　５０　　光源
　５５　　電源
　６０　　外部電線
　　Ｏ　　中心軸
　　Ｓ　　収納空間
　Ｓ１　　第１の収納空間
　Ｓ２　　第２の収納空間

【図１】 【図２】
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